
　

普
通
科
で
あ
り
な
が
ら
、２
学
年
か
ら
は

人
文
系
、理
数
系
、国
際
系
、美
術
工
芸
系

の
４
つ
の
類
型
か
ら
選
択
が
で
き
る
県
立
総

社
南
高
校
。
才
能
豊
か
な
生
徒
た
ち
が
集

ま
り
、行
事
や
部
活
も
盛
ん
な
同
校
で
は
、一

般
入
試
の
み
に
こ
だ
わ
ら
ず
Ａ
Ｏ
や
推
薦
で

の
実
績
ア
ッ
プ
に
も
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。

２
時
間
続
き
の
総
合
の
時
間
で

自
己
理
解
と
進
路
研
究
を
進
め
る

　

美
術
工
芸
系
の
志
望
者
以
外
は
、入
学

時
に
志
望
分
野
が
明
確
で
な
い
生
徒
が
ほ

と
ん
ど
。
こ
の
た
め
、１
学
年
の
10
月
中
旬

に
類
型
を
決
め
る
た
め
に
、入
学
早
々
か
ら

興
味
関
心
を
さ
ぐ
っ
て
い
く
。

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
１
学
年
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
が
週
に
一
度
２
時
間
続
き

と
な
り
、進
路
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
間
を
学
年
団

で
は「
Ｆ
Ｃ
Ｐ（
フ
ュー
チ
ャ
ー・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」と
命
名
し
、進
路
課

の
横
関
久
美
子
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
た
。

 

「
従
来
は
進
路
行
事
と
し
て
行
っ
て
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が〝
点
〞と
し
て
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
年
か
ら
は
学
年

を
挙
げ
て
、〝
線
〞と
し
て
つ
な
げ
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
」と
横
関
先
生
。「
全
体
の
構

成
を
考
え
る
際
、一
部
の
取
り
組
み
に
関
し

て
は
、リ
ク
ル
ー
ト
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
も

の
を
順
番
に
や
っ
て
い
く
こ
と
で
、あ
る
程
度

〝
線
〞が
で
き
る
と
い
う
の
は
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。
何
か
の
作
業
を
や
っ
た
ら
、そ
れ

を
次
の
行
動
に
つ
な
げ
る
と
い
う
展
開
が

自
然
に
で
き
ま
し
た
。
付
属
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
も
そ
う
い
う
作
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
」。

　

こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

も
と
に
、総
合
の
時
間
の
内
容
に
つ
い
て
は

必
ず
前
の
週
の
学
年
会
議
で
話
し
合
う
こ

と
に
し
た
。
ま
た
、次
の
学
年
に
引
き
継
げ

る
よ
う
に
、細
か
い
指
導
案
も
作
っ
た
。

た
く
さ
ん
の
情
報
の
中
か
ら

合
う
も
の
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、ま
ず
４

月
に
生
徒
全
員
が
適
性
検
査
の『
Ｒ-

Ｃ
Ａ

Ｐ
』に
取
り
組
み
、５
月
に
そ
の
結
果
を
返

却
。
返
却
の
際
、仕
事
カ
タ
ロ
グ
と
学
問
カ

タ
ロ
グ
も
配
布
す
る
。そ
れ
に
は「
気
に
な
る

学
問
」「
後
で
調
べ
る
」な
ど
次
の
行
動
に
移

す
た
め
の
言
葉
が
書
か
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な
付

箋
も
つ
い
て
お
り
、「
生
徒
た
ち
は
静
か
に
結

果
を
読
み
な
が
ら
、付
箋
を
使
っ
て
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
」と
横
関
先
生
。事
前
に
リ
ク

ル
ー
ト
に
よ
る
教
員
向
け
解
説
会
が
あ
り
、

先
生
方
は
生
徒
の
疑
問
な
ど
に
も
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
で
き
た
そ
う
だ
。進
路
課
長
の
田
辺

博
章
先
生
は「
生
徒
自
身
の
可
能
性
を
見

つ
め
直
し
、教
員
と
生
徒
の
距
離
を
縮
め
る

も
の
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
」と
言
う
。

　

そ
の
後
、６
月
に
、50
人
の
職
業
人
を
紹

介
し
て
い
る『
じ
ぶ
ん
未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』や
各

学
問
を
解
説
し
た『
文
理
科
目
選
択
応
援

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』を
使
っ
て
、職
業
や
学
問
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
。
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、こ
の
３
カ
月
間
、

自
己
理
解
と
進
路
研
究
に
た
っ
ぷ
り
時
間

生徒数829人
（男子285人・女子544人）
普通科21学級
進路状況（2012年度）／
大学進学73.1％、短大進学5.4％、
専各進学17.0％、
就職0.9％、その他3.5％

岡山県総社市三輪626－1
電話／0866-93-6811
http://www.sojam.okayama-c.ed.jp/

スクールデータ

岡
山
県
立
総そ
う
じ
ゃ社
南
高
校

発行所／（株）リクルートホールディングス　〒100-0005 東京都千代田区丸の内3-8-1住友不動産丸の内ビル　リクルート進学ホットライン：0120-161-656（フリーダイヤル）　ⓒ（株）リクルートマーケティングパートナーズ
発行人／冨塚 優　編集人／山下真司　編集／江森真矢子　編集顧問／角田浩子　編集デスク／太田知子　編集スタッフ／清水由佳（p1）、藤崎雅子（p2、3）、いのうえりえ（p4上）、永井ミカ（p4下）　
企画／梶原博史　アートディレクション／桑原 徹（KuwaDesign）　デザイン／熊本卓朗（KuwaDesign）　知恵袋イラスト／土井ラブ平　印刷／サンエー印刷
※校内で教材として使用する以外の本誌の記事・写真・図表などの無断転載を禁じます。

を
費
や
す
の
だ
。
そ
し
て
、７
月
以
降
は
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
、10
月
に
類

型
を
決
定
。
以
降
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
小
論
文

で
表
現
を
学
ぶ
。
ち
な
み
に
、各
集
会
や
講

演
会
な
ど
は
、生
徒
が
司
会
を
す
る
の
が

同
校
の
特
徴
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、ほ
か
の
生

徒
も
興
味
を
も
っ
て
参
加
す
る
し
、当
事

者
意
識
が
高
ま
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　

１
年
間
、一
連
の
流
れ
で
取
り
組
ん
で
み

て
、「
ど
の
生
徒
も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」と
言
う
の
は
、進
路
課
長
補
佐
の
齋

藤
英
二
先
生
。
学
年
団
と
し
て
は
、こ
の
後

２
学
年
で
、情
報
の
授
業
と
リ
ン
ク
し
た
学

部
・
学
科
研
究
と
、各
人
が
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
の
課
題
研
究
を
行
い
、最
終
的
に
志

望
理
由
書
作
り
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

流
れ
を
考
え
て
い
る
。

 

「
生
徒
た
ち
に
は
視
野
を
広
げ
て
、い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
目
を
向
け
て
、自
分
の
殻
を
破

る
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
横
関
先
生
。「
そ
の
た
め
に
私

た
ち
に
で
き
る
の
は
情
報
提
供
。
自
分
の
高

校
時
代
に
も
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
も
の
を
、こ
れ
か
ら
も
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

■ １学年総合学習の時間
   「FCP」の流れ

リクルートサービスを活用した指導実践例 じぶん未来BOOK

テーマ「自己理解」
４月 適性検査／自己分析
５月 自己分析

テーマ「進路研究と類型選択」

６月
職業・学問調べ／
職業ガイダンス／
上級学校調べ

７月 オープンキャンパス・
夏休みの計画について

８月 オープンキャンパス参加
（県内）

９月
オープンキャンパス報告会／
半年を振り返って／
上級学校研究

テーマ「表現活動Ⅰ」
10月 ディベート講習会

11月 ディベート／
小論文講演会

12月 ディベート
１月 小論文学習

２月 小論文学習／
１年のまとめ

進路課長
田辺博章先生（左）
進路課
横関久美子先生（右）
「今のテーマは接続。学年団が
取り組んでいるプログラムを次の
学年に引き継いでいけるよう頑張
っています」

総合的な学習の時間を毎水曜日
に２時間続けてとったことで、ワー
クシートなどに取り組む時間もたっ
ぷり確保できた。『R-CAP』の結
果や各種ワークシート、プリント類
はすべてファイリングし、生徒たち
が自己管理する。

教科は古典。「教
科書でいくつもの
作品のパーツを
学ぶより、一貫性
をもって一つの作
品をじっくり学ぶ
ほうが心に残る
し、古典のおもし
ろさも伝わる」と考

え、源氏物語なら源氏、一つの物語を集中して学べ
る教材を独自に作成。「プリントは古典で大事な文
法、古語、当時の文化をわかりやすく学べるよう配慮
し、余白も設けて復習もしやすく工夫しています。ま
た、女子高なので、時折かわいらしいマンガも取り入
れ、やわらかなテイストに仕上げています」

1984年愛知県生まれ。愛知・私立南山高校男子部
卒。慶應義塾大学商学部へ入学。文学部人文科学
コースも履修し、卒業と同時に修了。就職活動を行う
が、教育実習で教員という仕事のおもしろさを改めて
知り、07年より現職。担当教科は古典。生徒会、生
徒指導部を経て10年より進路指導部へ。

愛知・私立聖
せいれい

霊高校
長谷川雄亮先生（29歳）

　民間企業の内定を断り、教師の道を選
んだ。決め手は大学４年の教育実習。「就
活で訪問した企業とは明らかに違う時間の
流れ方、雰囲気があって、自分に合ってい
る気がしました。何より子どもたちの反応が
おもしろくてうれしい気持ちに。それで試験
を受け、今の高校に就職しました」
　進路指導部員でもある長谷川先生は、
商学部で学んだビジネス知識と、学生時代
の友人とのつながりを駆使し、生徒に現実
の実態、厳しさを伝えるようにしている。
 「例えば、ビジネス情報誌の『年収と学歴』
特集をコピーして配り、シビアな社会の状況
を伝えたり。実際、世の中のしくみがどうなっ
ているのかを知らないまま、狭い視野の中
で安易に進路を選ぶのは良くないと思うの
で。また、私には生徒自身が本当に入りた
い学校へ行かせてやりたいという思いが強
くあります。そのため、一人ひとりの背景を
見ながら、彼女たちが納得のいく選択がで
きるよう指導しています」
　心を開いてもらえないと、本音の指導は
難しい。そこで、時には親友のように思って
もらえるよう接するという。

「実は進路のことで親ともめているなど、人
には隠しがちなことでも『先生だから話すん
だけどさ』と言う関係性を、一人でも多くの
生徒と築きたい。だから、気になる生徒には
『ぶっちゃけどうなの？』と、本音を聞き出せ
るように声をかけます」

よろこびも悲しみもくれる
生徒が愛しい

　信頼関係ができれば、授業もスムーズ。
多少ハードルを高くしてもついてきてくれる。
反対に信頼がないとどんなにていねいに進
めても伝わらない。生徒と教師は双方向、対
等なかかわりが大切だというのが実感だ。
　教師７年め。生徒たちとの日々が今、最
高に楽しくてたまらないと言う長谷川先生。
「もちろん腹の立つこともあるし、生徒指導
がうまくいかなくて苦しんだこともある。でも、
一方で彼女たちの成長を感じた瞬間のよ
ろこびに勝るものはありません。まさに教師
にとっての醍醐味すべてを与えてくれるの
が生徒なんです」。休日も生徒たちのことを
考えてしまう。でも、それがうれしい。

「ハッセー」と生徒から親しまれている長谷川雄亮先生。普段から生徒一人ひとりの
背景を見ながら、本人が納得のいく進路指導を心がけている。

自分の意見をはっきり言い、リーダーシップを発揮してくれています。生徒
からの働きかけもうまく受けとめ、実現できるよう対処しているし、たとえ生
徒が失敗しても次に生かせる指導をする。何でも安心して任せられる、頼
りになる存在です。（進路指導部長　河村暢哉先生）

テーマ：生徒のこんな様子に要注意
 こんなときは声をかける

WEBサイトには紙面に載せきれなかったヒントも掲載
キャリアガイダンス.net ≫「進路指導、私の工夫」をチェック！

進路指導、私の工夫

普段マイペースの生徒がすりよってくる場合、逆に普段近くにい
る生徒が距離をとるようになる場合。（神奈川県・A先生）

目の輝きが一番よくわかるところだと思います。何かを訴えたい生
徒は人の気を引こうと必死。妙に突っ張ってみたり、元気のない顔
をしてみたり、不満そうな顔をしてみたり。そんなときすかさず話しか
けます。「うるせえなあ！」といわれても世間話でもなんでもしてやるこ
とで、心開くときもあります。（東京都・C先生）

朝ホームルームで出席確認をするとき、必ず表情を見るようにして
います。全員の名前をフルネームで暗記しており、名簿は見ずに
呼称するので、「観察」はしやすいのです。（千葉県・D先生）

声に元気がないときは要注意。表面を取り繕っていても、何かを
抱えているときは、声の高さ、張り、力などが普段とは明らかに異な
っています。（愛媛県・彦田順也先生）

「最近思うこと」と題した自由作文に気になるコメントがあったとき。
これは有効です。（茨城県・B先生）

一番わかりやすいのは容姿の変化。服装の乱れや髪の毛（色や切り
方）に変化が現れたときには、なにか理由があると考え、声をかけます。
次に気になるは友達の変化。今まで仲良さそうに話していたのに最
近話していない、他の人たちと話していることが多いというときは、声を
かけます。（神奈川県・柳澤隆規先生）

授業中、暗いけど目が合うとずっと目を合わせてくる生徒は要注意。
何かを訴えかけてくる子は目を見てきます。（北海道・田宮司先生）
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